
香美町学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」

兵庫県香美町教育委員会
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小規模校を存続した上での活力ある学校づくり

小規模同士の学校間連携による多様な学習活動の展開

Ｒ元・１１・１ ～学校魅力化フォーラム～



香美町の位置
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１ 香美町児童・生徒数の現状
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（１） 香美町の小学校 児童数の推移
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学校名 1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

奥佐津小 ３ ３ ６ ２ ３ ６ ２３

佐津小 ４ ５ ２ ３ １１ ３ ２８

柴山小 ８ １１ １１ ７ １３ １１ ６１

香住小 ５６ ７４ ６０ ５３ ５３ ５９ ３５５

長井小 ２ ６ ４ ６ ３ ４ ２５

余部小 ２ ２ ５ ２ ６ ３ ２０

御崎分校 １ １ ２

村岡小 ８ １１ ９ １９ １１ １２ ７０

兎塚小 ９ ５ １２ １０ １５ １１ ６２

射添小 １２ ５ ９ １０ ９ １１ ５６

小代小 ９ １０ １０ １２ ２１ １５ ７７

（２） 令和元年度の小学校児童数（R元・5・1現在）

＝複式学級
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（３） 香美町の中学校 生徒数の推移



（４） 令和元年度の中学校生徒数（R元・5・1現在）

7

学校名 1年 ２年 3年 計

香住第一中 ６１ ８７ ８７ ２３５

香住第二中 ７ １２ １５ ３４

村岡中 ３３ ３７ ４０ １１０

小代中 １１ １３ １４ ３８

４１７



２ 実施までの経緯
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多様な授業がで
きない？

たくさんの友だちと
勉強してほしいなぁ

人間関係づくりや
切磋琢磨は？

積極性や競争心が
育ちにくいのでは？

小規模校の保護者や地域の声

（１）香美町教育環境アンケートの実施
（平成２４年６月）

不 安
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３ 推進にあたっての条件整備

スクールバス等での送迎の様子
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（２）児童の送迎は教育委員会事務局で対応
・学校から教育委員会に実施予定届を事前に提出
・公用車、運転手は教育委員会事務局が手配

（１）教職員の服務や学校管理規則（等）の確認

・合同授業における他校の児童の指導
・校外学習の届け出等の手続きの簡略化
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平成２５年（２０１３年）４月よりスタート
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４ グループ編成について
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香美町の小学校をＡ・Ｂの２つのグループに分ける。

＝小学校 ９校
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余部小

長井小

香住小

柴山小 佐津小

奥佐津小

小代小

村岡小

兎塚小

射添小

香住小学校を除く

Ａグループ（５校）

Ｂグループ（４校）

香美町



５ 合同授業づくり

チャレンジプラン事前研修会の様子
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（１） 【ねらい１】
小規模校の課題とされる点を克服する授業の創造

めざす児童像

わからないことを
見通しを持って粘
り強く学習する
（主体的な学び）

大勢の前でも自分
の思いや考えを話
し、仲間の意見を
聞いて課題を解決
できる
（対話的な学び） 知識を相互に関連

付けてより深く考え
る（深い学び）



学力向上ステップアップ授業

（２） 【ねらい２】
学力向上を目指す、ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ授業として
「わくわく授業」と「わかった授業」を推進

Ⓐわくわく授業

合同による
多人数授業

Ⓑわかった授業

少人数ｸﾞﾙｰﾌﾟ
に細分した
少人数授業
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（３） 【合同授業の時間数など】

① 年間３０時間実施
（ア）１回の合同授業は、３時間程度
（イ）年間１０回程度
（ウ）効果が期待される単元を中心に

全ての教科を対象

② 主な実施時間
（ア）時間帯は、基本的に９時～１２時
（イ）教科数は３教科程度
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サポート サポート

Ⓐわくわく授業

２校の場合

（４）

合同による多人数授業
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Ⓐわくわく授業

ドッジボール、リレー、
音楽の合奏・・・

少人数より多人数だと
楽しいなㅯ

（射添小、小代小合同授業）

（村岡小、兎塚小合同授業）
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（奥佐津小、佐津小、柴山小、
長井小、余部小合同授業）



Ⓑわかった授業
３校の場合

（５）

少人数によるｸﾞﾙｰﾌﾟ分けした授業
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（村岡小、兎塚小合同授業）

例えば、算数は到達度別にグループ
分けした少人数指導の方が学習効
果のアップが期待できますㅯ

Ⓑわかった授業

23



校 時 ２ ３ ４ ５ ６

３ 年 ○ ○ 算数

６ 年 音楽 ○ ○
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６年音楽

（少人数指導者）

３年算数

（多人数指導者）

Ｂ校３年生が、会場校（Ａ校）に移動

Ｂ校６年生が会場校（Ａ校）に移動

Ⓐわくわく授業 Ⓑわかった授業

１



６ 成果と課題

チャレンジプラン全体研修会（平成26年8月）
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（１） 児童
１）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力（話す力・聞く力）の向上
２）人間関係構築力・積極性の向上
３）中１ギャップの解消
４）中学校における学年始めの安定感の向上
５）社会性の向上
６）毎月のチャレンジへの期待感（楽しみ）の高まり

【６年経過（Ｈ３０）しての成果】
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（３） その他
１）保護者からの信頼と支持
２）計画・実施・評価の流れの確立（効果的に実施）

（２） 教師
１）効果的な指導方法の確立
２）指導力の向上（特に、若い教員）
３）指導形態の工夫
４）異動があっても児童との関係がすぐ構築できる。
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１） 準備、教材研究時間の確保

【課 題】

４） 評価ならびに成果の検証

３） 専科授業等、通常授業への影響

２） 複数校での日程調整が困難

５） 特別な支援・配慮等が必要な児童の
理解と情報の共有化

６） ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝの意義・方針の継承と
再確認（教職員の異動・世代交代）

７） 複式学級を有する学年の時間割調整

28８） 保護者・地域への授業公開のあり方



（１） 「意義のある取組だと思う」（回数を増やしてほしい、
内容の充実を図ってほしい、現状を継続してほしい）
と感じている保護者が93.3％

【保護者の感想】（Ｈ３０アンケート結果）

（２） 期待することとして

「コミュニケーションの取り方や人間関係づくり」（74％）
「大勢の前ではっきり話せること」（62％）
「いろいろな意見を聞いて考える力を伸ばすこと」（66％）

（３） 「子どもがチャレンジプランを楽しみにしている」と感じ
ている保護者が78.5％
（「どちらかといえば楽しみにしている」20.1％）
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ご清聴ありがとうございました

香美町教育委員会


